
学校給食を無償に 
 県内各地で無償化を求める署名や請願が広がり、日本共産党は 

くり返し議会で要求。 日立市や水戸市に続き、ひたちなか市でも 

無償化をめざします。 

▼給付型奨学金の拡充、高校生の通学費補助を 

安くて便利な公共交通を
▼高齢者の補聴器購入に補助実施 
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市議選 

民主ひたちなか   

まちの経済を元気に 
● 小規模業者登録制度の導入 

● 消費税５％減税、インボイス中止 

● 中小企業を支援し最低賃金１５００円以上に 

● 一方的ではなく事業者と相談して 

    支援策を決める 

● エネルギーと食料自給率の向上 

原発処理水の海洋放出やめよ！ 

原発を動かせば電気代が安くなる？ 

 環境省の試算でも、原発の発電コストは太陽光発電

より高くなっています。 安全対策工事や放射性廃棄

物の処分費なども、国民負担を増やしています。 

エネルギー・原発・電気代

あなたの｢？｣にこたえます

リーフレットはこちらから 

東海第２原発の再稼働ストップ 
  原発から３０ｋｍ圏内に92万人、人口密集地に立つ原発の避難計画をつくるのは

不可能です。 避難したとしても、多くの犠牲が生まれ、元の暮らしには戻れません。 

 ひたちなか市は再稼働に「ノー」と言える権限をもっ

ています。 日本共産党は、議会で反対をつらぬきます。 

環境こわす巨大港湾づくり 

税金ムダづかいにきっぱり反対 

 石炭火力発電で燃やした石炭灰を埋め立てて  

拡張する常陸那珂港建設。 市議会で「石炭火発を

延命するだけであり、カーボンニュートラルに逆

行する」と追及しているのは日本共産党だけで

す。 市民の税金を建設負担金として使うことに

反対し、大企業のための大型開発見直しを強く 

求めています。 

 自由に使える 

予算の割合示す 

税金を使い 

残してためた 

  市の財政は厳しい? ― そんなことはありません 

   基金は１１７億円、    財政力は県内６位。 
    市民がそれを実感できないのは、財政力にふさわしい街づくりが遅れているからです。  

 石炭火力発電所 

 石炭灰埋立て場 

 北ふ頭 
 中央ふ頭 

 南ふ頭 



  

 

 市内で自営業を営んできまし

た。このたび市政に挑みます。 

 いまも続く物価高騰、上がらな

い賃金。そして年金は下がり保

険料は上がる。 

 そんな中、市は基金をため、

財政力もあるのに、必要な少子

化対策や高齢者のための政策

には消極的です。 

 必要な人に必要な政策が届

く、そんな市になるよう私は精一

杯がんばります。 

 市民のために奔走してい故・

山形ゆみ子市議の役割を引き

継ぎ、どの世代も輝けるひたち

なか市をめざして全力を尽くし

ます。 

軍拡ストップ・憲法９条生かす 
 基地の強化や自衛隊の海外派兵をすすめる政府。 しかし、軍事

力のエスカレートは戦争への道であり、軍備増大は財政悪化をま

ねきます。 

 日本共産党は、徹底した話し合い

による外交で、戦争の心配のない

アジアと世界をめざします。 

平
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を
ま
も
る 

【しんぶん赤旗】 （２０２０．７．３０記事） 

 「ひたち海浜公園 

  かつては米軍演習場」  
 母子殺傷も 花の丘 痛苦の記憶  

市
政
に
挑
戦 

ジェンダー平等

の日本へ 

生きづらさや 

貧困・格差を 

自己責任にする 

世の中を変える 

しんぶん赤旗電子版

無料お試し 

キャンペーン実施中 

〝そんたく〟の 

ない報道が 

ココにある 

気候危機を打開

する２０３０戦略 

CO2排出削減へ 

省エネと再エネを 

本格的に 

広げよう 

あたなの「?」に 

おこたえします 

日米同盟､自衛隊､

共産主義 党首… 

日本共産党の 

「綱領」を紹介 

日本共産党の 

経済再生プラン 

経済停滞と 

暮らしの困難を 

打開する 

三つの改革 

日
本
共
産
党
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各
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政
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か
ら
。
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意
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を
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だ
さ
い
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 （＝国際勝共連合） 

 ビラを配布している「国際勝共連合」は、初代会長が「統一協会」

と同じ文 鮮明氏。まさに一体的な団体です。統一協会は霊感商法などで

批判をあび、政府から解散を求められています。 

 日本共産党は、この団体の危険な役割を一貫して告発し、正面から対決

してきました。ビラで「異論を許さない怖い政党」としていますが、 

反社会的集団が政党を誹謗中傷することは、政治活動をおとしめる 

民主主義の破壊です。自民党は、統一協会が反社会的集団だとわ 

かって利用してきたのであり、責任は重大です。 

 日本共産党は、統一協会からの妨害に屈せず、 

             ブレずにがんばります。 


